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1）わが国の慢性透析療法の要約

�

2）患者数等

解説
　2011年における慢性透析患者の治療形態は昼間血液透析が253,722人 （83.3％）で、前年度の割合より0.8
％増加した。夜間血液透析は40,917人 （13.4％）で前年度の割合より0.7％減少した。在宅血液透析患者は
327人（0.1％）で、前年より50人増加した。在宅血液透析は埼玉県、兵庫県、大阪府、愛知県、東京都、
神奈川県、滋賀県で10人以上が実施されているが、大都市近郊に多く、分布には地域差がある。腹膜透
析患者数は9,626人（3.2％）であり前年度より147人減少し、割合も0.1%減少した。

（5）慢性透析治療の形態（図表６）
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	 施設調査による集計

都道府県名 昼間透析 夜間透析 在宅血液透析 腹膜透析 計
北海道 12,885 1,282 8 427 14,602 
青森県 3,011 241 0 83 3,335 
岩手県 2,456 327 0 135 2,918 
宮城県 3,932 891 0 56 4,879 
秋田県 1,680 142 0 60 1,882 
山形県 2,037 294 5 97 2,433 
福島県 3,995 376 0 193 4,564 
茨城県 6,316 819 1 129 7,265 
栃木県 4,822 689 1 36 5,548 
群馬県 4,541 674 0 92 5,307 
埼玉県 13,488 1,796 68 330 15,682 
千葉県 11,348 1,628 3 280 13,259 
東京都 23,126 4,930 27 1,052 29,135 
神奈川県 14,999 2,993 19 610 18,621 
新潟県 3,716 1,001 1 149 4,867 
富山県 2,007 268 3 85 2,363 
石川県 2,240 347 0 91 2,678 
福井県 1,470 174 1 79 1,724 
山梨県 1,960 201 1 67 2,229 
長野県 3,899 646 1 147 4,693 
岐阜県 3,751 671 5 120 4,547 
静岡県 8,393 1,254 5 246 9,898 
愛知県 12,655 3,181 34 655 16,525 
三重県 3,427 541 5 104 4,077 

都道府県名 昼間透析 夜間透析 在宅血液透析 腹膜透析 計
滋賀県 2,280 425 18 139 2,862 
京都府 4,727 1,083 3 210 6,023 
大阪府 18,794 2,751 38 593 22,176 
兵庫県 10,695 1,705 45 283 12,728 
奈良県 2,806 277 6 125 3,214 
和歌山県 2,495 318 2 31 2,846 
鳥取県 1,215 134 0 87 1,436 
島根県 1,239 148 0 77 1,464 
岡山県 3,751 556 2 237 4,546 
広島県 6,153 620 9 420 7,202 
山口県 2,911 351 0 162 3,424 
徳島県 2,241 274 1 181 2,697 
香川県 2,157 136 6 232 2,531 
愛媛県 3,084 370 1 154 3,609 
高知県 1,936 299 0 37 2,272 
福岡県 10,754 2,355 2 626 13,737 
佐賀県 1,789 324 1 22 2,136 
長崎県 3,222 444 2 172 3,840 
熊本県 4,892 922 1 136 5,951 
大分県 3,306 360 1 162 3,829 
宮崎県 3,025 561 0 55 3,641 
鹿児島県 4,587 505 1 96 5,189 
沖縄県 3,509 633 0 66 4,208 
合計 253,722 40,917 327 9,626 304,592




